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 第 1 章では，ADL 動作をはじめとしたヒトの動作に直結する CKC での安全な筋力測




 第 2 章では，高速での筋力に着目して様々な関節角速度での筋力と瞬間的な姿勢制御
能力の関係性について検討した．その結果，OKC や CKC の運動様式にかかわらず関節
角速度の増加に伴い発揮される筋力は有意に減少し，筋パワーは有意に増加した．また，
筋力および筋パワーと緩衝係数やCOP 軌跡長の関係性については，OKC では 90 deg/sec
以上，CKC では 120 deg/sec 以上の中高速での筋力や筋パワーとそれぞれ負の相関を示




の様な瞬間的な姿勢制御能力は TUG や FRT 等のバランス評価とは性質の異なる評価指
標であることが示唆された． 
















できるのではないかと考えている．また，OKC と比較して CKC でのトレーニングの有
効性が示されたが，変形性関節症等により荷重時痛を訴える高齢者には実施することが
困難であると考えられる．本研究結果より，OKC での高速トレーニングにおいても姿勢
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